大阪市立図書館「学校司書のページ」
オリエンテーション
	オリエンテーション



対象	２年生
所要時間	１５（＊部分追加の場合は３０）分
目的・ねらい
· 学校図書館の利用方法を再確認する
· 学校司書の役割を知る
· 学校図書館の本は十の仲間に分けられていることを知る


オリエンテーションで伝える必須項目
□学校図書館のルール　
□学校図書館のマナー　
□本の分類

必要なもの
□日本十進分類表（学校図書館にあるものでよい）　
□禁帯シールの貼ってある本
□ゲームに使用する本（背ラベルをビニールテープ等で隠したもの）



	時間（分）
	項目
	学校司書の説明
	児童生徒・教員の動き
	留意点

	２分
	挨拶
	こんにちは。私は学校司書の○○です。
毎週〇曜日に〇〇小学校図書館でみなさんが本を探したり借りたりするお手伝いをします。
読み聞かせや、本の紹介・本を使ったゲームなどをすることもあります。「はらぺこあおむしはどこですか」「野球の本が読みたいです」など、本のこと、学校図書館のことは何でも聞いてください。

	担任の指示で着席する。
	

	５分
	本の分類
	今日はみなさんに、図書館のひみつについてお話します。
図書館の中には、目には見えないけれど、１０個の本のおうちがあります。
おうちの場所は、その本に何が書いてあるかによって決まっています。
本の背中にはってある数字は０から９まであり、これがそれぞれのおうちの住所です。
みなさんにも一人ひとり住所があるように、本にも１冊ずつ住所があります。
では、それぞれのおうちにどんな仲間の本が住んでいるのか、簡単に説明します。

０の棚には、本やコンピューターなど情報についての本があります。
１の棚は、心についての本です。神様や占いの本があります。
２の棚は、歴史と地理、つまり昔のことや日本や世界のことが分かる本です。国旗の本や伝記の本があります。
３の棚には、仕事や社会についての本があります。
４の棚には、算数の本と、動物や植物、恐竜や宇宙などの理科の本があります。
５の棚は、ものづくりの本です。手芸や料理の本があります。
６の棚には、ペットや鉄道の本があります。
７の棚には、スポーツ、音楽、図工の本があります。折り紙や工作の本もあります。
８の棚には、言葉の本があります。辞書や英語の本もあります。
９の棚には、お話の本があります。お話の本は、書いた人の名前のあいうえお順に並んでいます。
絵本は、題名のあいうえお順に並んでいます。

このように、本が十の仲間に分けられていることによって、みなさんが本を探しやすいようになっています。
実際の本の並び方は、左から右、上から下の順になっています。
十の仲間を知っておくと、図書館で本を探すときにとても便利です。覚えておきましょう。

	
	

図書館にある日本十進分類表を見せながら説明する。


























別置コーナーがある場合は、各校の事情に合わせて説明する。


司書は書架の前に移動して説明する。

	＊１５分
	ゲーム
	では次に、図書館にある１０個の本のおうちを使ったゲームをしましょう。

私が今からみなさんに本の表紙を見せるので、その本が０から９のうちどのおうちに住んでいる本なのかを考えてみてください。
ヒントは、周りの本棚や、先ほど見た分類表です。
分かった人は手をあげてください。
では、次の本です。
この本のおうちはどの数字でしょうか？
考えてみてください。

このように、その本に何が書いてあるかによって本の住所が決まります。
みなさんも、本を探すときに本のおうちのことを思い出して探してみて下さい。
	ゲームの説明を聞く。
	


あらかじめ背ラベルの数字を隠した本の表紙を見せる。

手をあげた児童を指名し、答えを聞く。
０～９類の本を１冊ずつ用意して、
時間を見ながら、何回か繰り返しゲームを行う。

	３分
	学校図書館のマナー
	次に、図書館で過ごしたり本を読んだりするときの約束について確認しましょう。

一つ目、図書館では静かに過ごしましょう。
図書館は本を読む場所ですから、話したいことがあるときは、小さな声にしましょう。
二つ目、本を大事にしましょう。
学校図書館の本はみんなのものですから、汚れたり破れたりしないように気を付けましょう。もし破れていたら、司書が直しますから持ってきてください。
三つ目、本は正しい場所に戻しましょう。
学校図書館の本には決まったおうちがあります。
本が迷子にならないように、正しいおうちの場所に戻しましょう。
四つ目、本を返す日を守りましょう。
次に本を借りたい人のために、遅れないように返しましょう。

図書館では、みんながマナーを守って気持ちよく過ごせるようにしましょう。

	
	







修理箱などがあれば伝える。

	３分
	学校図書館のルール
	図書館が開いている曜日は、〇曜日と〇曜日です。
本を一度に借りられる数は、一人〇冊〇週間までです。
本を図書館の外に持ち出すときは、必ずカウンターで貸出の手続きをしてください。
本を返すときにも必ず手続きを忘れないようにしてください。
大きな図鑑や百科事典など、貸出禁止のシールがはってあるものは、借りることができません。図書館の中で読んでください。

探している本が見つからないとき、調べたいことがあるときは何でも私に聞いてください。
	
	学校によって異なるので、事前に確認しておく。



禁帯シールのはってある本を見せる。

	
	
	これで学校図書館オリエンテーションを終わります。
	
	



